
＜レジュメ＞

午後7時半より

島本町役場　地階　第五会議室

〇辞令交付 ・それぞれの席に辞令を配付します

〇自己紹介 ・前年度委員と新任期委員（席順に）→事務局の順に行う

〇生涯学習課長あいさつ

〇会長・他役員などの選出

・会長（　　　　　）副会長（　　　　　）（　　　　　）総務（　　　　　）

大阪府スポーツ推進委員協議会評議員（　　　　　）補充評議員（　　　　　）

〇傍聴者の確認

〇今年度の活動について事務局より説明

【案件】

１　令和5年度活動報告・令和6年度活動計画について

・主な活動、行事の確認

２　ニュースポ―ツ体験教室について

令和6年度第1回島本町スポーツ推進委員協議会　進行内容

日 時 ： 令和6年4月3日（水）

会 場 ：

・定例会開催曜日について（引き続き水曜日で良いか）、報酬の支払い方について、貸与
被服の変更について

・4月、5月は委員研修。6月は三島地区スポーツ推進委員研修会のため、ニュースポーツ
体験教室は開催しない。

・7月、8月、9月、11月、12月、2月、3月のニュースポーツ体験教室の担当者の割り振りと
種目の確認を5月の定例会で決定する。

・４月、５月の研修の内容。現委員で経験のある種目、ない種目の整理。経験のない種目
についてはどうするのか。

有：デカスポテニス、スリータッチビーチボール、スリータッチボール、マロック。
無：ペタビンゴ、スプラッシュボール、アジャタ、いたっボール、キャッチングザスティック。
キンボールは４月の研修で講師による指導の予定。

※令和5年度第12回定例会では、9月は開催しない前提の資料にしていたが、「府スポ研
修は全員が出席するわけではないので、ニュースポーツ体験教室は開催可能では」と、会
長から意見があったので、開催する前提の資料に修正している。開催するかどうかについ
ては、協議会で検討すること。



＜レジュメ＞

３　三島地区スポーツ推進委員研修会について

・６月１５日㈯第一中学校体育館及びグラウンド

・事務局より概要の説明

・調整事項の検討

４　町民スポーツ実行委員会について

・動きがあれば報告。

５　地域におけるスポーツ振興について

６　その他

次回開催日 月 日 ㈬ 午後7 時30分から （原則第一水曜日）15



定例会 事業等
ニュースポーツ
体験教室

研修等

４月 12日㈬

1６日　キャッチングザスティッ
ク・アジャタ

20日　三島地区スポーツ推進
委員連絡会（吹田市）※会長出
席

５月 10日㈬

21日　スリータッチボール

６月 14日㈬

9日　第1回町民スポーツ実行
委員会
29日　第2回町民スポーツ実行
委員会

18日　スリータッチビーチボー
ル

７月 12日㈬

15日　三島地区スポーツ推進
委員研修会（高槻市）

８月 9日㈬

19日　いたっボール・マロック

９月 13日㈬

19日　第3回町民スポーツ実行
委員会

17日　スローイングビンゴ 21日　三島地区ふれあいス
ポーツ交流大会実行委員会
（島本町）※会長出席

１０月 11日㈬

1日　町民スポーツ祭　一週間
前準備、第4回実行委員会（ボ
ランティア説明会）
7日　町民スポーツ祭前日準備
8日　町民スポーツ祭

21日　四小あいあいまつり協力
（マロック）

１１月 8日㈬

19日　マウンテングラウンドゴ
ルフ

22日　スポ推倉庫整理・ふれあ
いスポーツ交流大会会場下見
25日　三小まつり協力（マロッ
ク）※学級閉鎖等で中止

１２月 13日㈬

17日　マロック 10日　しまもとミニマラソン大会
協力
14日　三島地区ふれあいス
ポーツ交流大会実行委員会
（島本町）※会長出席

１月 10日㈬

14日　三島地区ふれあいス
ポーツ交流大会

２月 14日㈬

1日　第5回町民スポーツ実行
委員会

18日　デカスポテニス 4日　近畿スポーツ推進委員研
究協議会
12日　大阪府スポーツ推進委
員初任者研修会

３月 13日㈬

町民スポーツ実行委員会（書
面開催)・総会

17日　マウンテングラウンドゴ
ルフ

21日第三地区福祉委員会協力
（マロック）

令和5年度島本町スポーツ推進委員協議会活動報告（暫定）

※原則、町民スポーツ祭や研修などで全員行事がある時はニュースポーツ体験教室を開催しない
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定例会 事業等
ニュースポーツ
体験教室
第三日曜日

研修等

４月 3日㈬

21日　委員研修（種目未定）午
後（キンボール）

三島地区スポーツ推進委員連
絡会（吹田市）※会長出席

５月 2日㈬

19日委員研修（種目未定）

６月 5日㈬

町民スポーツ実行委員会 ※三島の研修があるため、体
験教室は開催しない

15日㈯三島地区スポーツ推進
委員研修会

７月 3日㈬

21日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

８月 7日㈬

18日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

９月 4日㈬

町民スポーツ実行委員会 15日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

21日㈯大阪府スポーツ推進委
員研修会

１０月 2日㈬

6日　町民スポーツ祭　一週間
前準備、実行委員説明会
12日　町民スポーツ祭前日準
備
13日　町民スポーツ祭

※町民スポーツ祭があるため、
体験教室は開催しない

（PTA行事等への協力の可能
性）

１１月 6日㈬

17日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

（PTA行事等への協力の可能
性）

１２月 4日㈬

15日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

15日（？）しまもとミニマラソン
協力

１月 8日㈬

※ふれあいスポーツ交流大会
があるため体験教室は開催し
ない

26日㈰三島地区ふれあいス
ポーツ交流大会（吹田市）

２月 5日㈬

町民スポーツ実行委員会 16日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

大阪府スポーツ推進委員初任
者研修会（予定）

３月 5日㈬

町民スポーツ実行委員会 16日（　　　　　　　　　　）
担当（　　　　　　　　　　）

令和6年度島本町スポーツ推進委員協議会活動計画（たたき台）

※原則、町民スポーツ祭や研修などで全員行事がある時はニュースポーツ体験教室を開催しない
※三島地区スポーツ推進委員協議会会長連絡会（会長出席、年3回程度）、三島地区ふれあいスポーツ交流大会
実行委員会（会長出席、年３回程度）。合同開催、書面開催も有。
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スポ推研修の検討事項（担当者思案内容） 

 

〔決定事項〕 

・６月１５日午後 町立第一中学校体育館。 

・懇親会座長 岡田委員（事前調整、当日運営など） 

・研修会定員 65人 島本 11人（委員 9人＋職員 2人）＋他市 54人 

 54 人の内訳（吹田市 16人、高槻市 14人、茨木市 14人、摂津市 8人） 

 ※割合で出すと、合計 52人になる。申込み時に多少の前後はありか。 

・懇親会定員 島本 11人（委員 9人＋職員 2人）＋他市 43人（54 人の 8割） 

43 人の内訳（吹田市 13人、高槻市 11人、茨木市 11人、摂津 6人） 

※割合で出すと、他市合計 41人になる。50 人定員なのでそれぐらいで良いか。 

 

〔委員の資質向上と交流が目的〕 

・配布資料の用意。各市競技の紹介など。（競技中は持ち歩かない前提）。会長からの

一言とか顔写真とか。 

・おみやげ①広報しまもと３月号のスポ推特集記事の紙面②しまもと MAP③ブック

レット「しまもと と。」（（三島の連絡会がそれまでにあり、そこで広報そのものを各

市の会長と事務局にはお渡ししようかと考えている。） 

①              ②           ③ 

 

 

 

 

 

 

 

・シール状の名札あれば交流になりやすい。懇親会まで継続して貼っておく。はがれ

るか？逆に懇親会では名札がある状態にするか。 

・スタンプラリー型にして体験したこと

が見える状態に。持ち歩き型、首からぶら

下げる名札型、持ち歩かない資料と一体

型 
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・「令和７年度三島地区スポーツ推進委員

研修会（ みんなのニュースポーツ祭』」サブ

イベントのネーミング設定。 

 

 

 

 

〔具体の運営〕 

・事前に各市実施のブースを調査する。 

・必要物についてこちらで準備できるものの判別。 

・島本町で準備できるものは貸し出す。 

・各市（種目毎）の延べ参加者数がわかるように、何らかの受け付け方を。 

・まわり方案①それぞれいったん全ブース回って時間があれば気に入ったところを体

験する。（（ばらばらに体験するので、受け入れ側の裁量が求められる。各市で体験と運

営の人員を交代させることで参加者全員が体験する時間が作れる。班分けや時間割な

どはしなくてよいので、準備にかかるエネルギーは軽減される。） 

・まわり方案①にしても、各ブースに始終を任せるのか、１５分、２０分など他の体

験に移ってくださいとアナウンスするのか 

・まわり方案②全員を班に分け、班ごとに体験を巡ってもらう。（他市委員との交流は

できるが、体験者と運営者を分ける必要があり、競技によって所要時間は違うため、

体験中の時間割を作成することが必要。班分けにすることで各市からの参加人数を厳

密に把握し、どう班分けするのかの検討が必要。） 

 

 

〔懇親会〕 

・ふれあいセンターのレストラン カシュカシュクク―で行う 

 

座長からの情報を踏まえての西村案 

会費 5000 円／人  

・ビール＋アルコール 2種飲み放題（2種とすると何にするか） 

・ソフトドリンクは、ウーロン茶、オレンジジュース（ノンアルコールビールはいら

ないのでは） 

・よく飲むのか、よく食べるのか、お店に情報提供が必要。 

・デザートは必要かどうか、安価なのはコーヒーゼリーとのこと。 

参考 
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以下、前回資料に同じ座長とりまとめ検討材料 

 

◆予算 4,500 円／人（立食、50人） 

◆酒は、次の本数を用意し、飲み切り。 ビールが不足した場合は、自費での追加可。 

瓶ビール（大）：一人当たり 1本 

焼酎：１升 

◆ソフトドリンク：ウーロン茶、オレンジジュース、ノンアルコールビール 

◆食事、デザートは、参加者の状況により、別途打ち合わせ。 

 なお、コーヒーの提供はなし。 

 

【打ち合わせ内容】 

１．そんなに飲まないという 15人の集まりにおいて、瓶ビール（10 本）、日本酒 750ml

（1 本）、焼酎 750ml（1 本）、ソフトドリンクを用意したが、ビールが足りなくなっ

た。ビールは、一人当たり 1本と考えておくのがよい。 

２．予算 4,500 円で、ビール他、酒 3種での飲み放題とすると、料理は、一人当たり

1,000 円以下のものとなる。 

３．ビール以外の酒は、予算からすると 1品種がよい。 

４．日本酒より焼酎が好まれる傾向にある。その次は、日本酒、ワイン、ウイスキー

といった順だろう。焼酎は、お湯割りの対応はできる。また、氷の用意もできる。 

５．ビールは初めに用意したすべての本数を出しておくと、温まるし、栓を開けたが

残っている場合が多く、なくなったらその都度、出すのが良い。そして、予定数がな

くなったら、それで終わりとするのが良い。 

６．当日、用意した酒以外の提供は、できない。ただし、自費でのビールの追加は、

OK。 

７．ソフトドリンクは、ウーロン茶、オレンジジュース、ノンアルコールビールとす

る。ウーロン茶、オレンジジュースは、ペットボトルで出しておく。 

８．デザートは、果物、ケーキ等の提供もできるが、値段が張る。コーヒーゼリーは、

普段当店で提供しているので、比較的安く作ることができる。 

９．ホットコーヒーの提供は、この値段では難しい。その上、50 人分となると提供す

るのに時間がかかる。 

10．酒と料理の金額での比率は、４：６では、酒が少ないかも知れない。 

11．男女比率、年齢比率等が分からないので、料理は、別途相談。 

和風っぽいのもできる。サンドイッチは乾くので、ホットドックをラップで包んでお

くのも一方法である。 
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12．人が多いので、熱いもの、火を扱うものは、提供しないのが良い。 

13．料理はざっくりと希望を言ってもらい、後はお任せと言ってもらった方がありが

たい。店側で予算をにらみ、創意工夫ができる。 

 

6



午後7時半より

島本町役場　地階　第五会議室

〇会長あいさつ

【案件】

１　ニュースポ―ツ体験教室について

２　三島地区ふれあいスポーツ交流大会について

３　三島地区スポーツ推進委員研修会について

４　町民スポーツ実行委員会について

５　地域におけるスポーツ振興について

・特になし

令和5年度第12回島本町スポーツ推進委員協議会　要点録

日 時 ： 令和6年3月13日（水）

会 場 ：

・３月17日㈰のニュースポーツ体験教室は、マウンテングラウンドゴルフを行う。雨天中
止。委員には午前8時までに連絡を行う。中止の場合は、町立体育館で委員の研修を
行う。（会長）

・令和6年度は、吹田市が担当。令和7年1月26日㈰予定。（事務局）

・次期は、経験の浅い委員が多くなるため、4月、5月はニュースポーツ体験教室を開催
せず、委員の研修を行う。6月は、三島地区スポーツ推進委員研修会を開催するため、
ニュースポーツ体験教室を開催しない。7月からは各回担当者を設定し、ニュースポー
ツ体験教室を開催する。（会長）

・決算案について、最終の実行委員会が開催される予定。（事務局）

・詳細な内容については、今後決めていく。各市担当種目については、調査票で希望
を伺う予定。（事務局）

・研修会参加者数65人で企画を進める。（会長）

・第３回実行委員会（最終回）は、現在、各市町の意見集約を行っており、まとまり次第
三島地区各市にも送付する。（事務局）
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６　その他

次回開催日 午後7時30分から3 日月

・次回の定例会は、新任期となる。改めて会議の開催方法や報酬の支払い方法等に
ついて、事務局から説明を行う。（事務局）

4 ㈬

→小山委員、岡田委員、辻委員が対応する。（会長）

・第三地区福祉委員会から、スポーツ推進委員の派遣依頼が届いおり、マロックを希
望されている。（事務局）
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